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日
本
初
の
経
済
小
説
と
い
わ
れ
る
井
原
西
鶴
の

『
日
本
永
代
蔵
』（
１
６
８
８
年
刊
）
に
、多
く
の
男

女
が
遠
路
は
る
ば
る
歩
き
、水
間
寺
を
参
詣
す
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。西
鶴
は
信
心
深
さ
に
応
じ
た

ご
利
益
が
得
ら
れ
る
か
ら
と
書
い
て
い
る
が
、水
間

寺
は
厄
除
け
も
有
名
で
、
参
詣
客
を
多
数
集
め
た
。

こ
う
し
た
光
景
は
近
代
以
降
も
見
ら
れ
た
。

水
間
鉄
道
発
起
人
の
一
人
で
、
後
に
常
務
取
締

役
と
な
っ
た
川
崎
覚
太
郞
は
、
大
正
５
（
１
９
１

６
）
年
に
初
詣
で
水
間
寺
を
訪
れ
た
。
南
海
鉄
道

（
現
、南
海
電
気
鉄
道
）
の
難
波
駅
駅
長
も
務
め
た

こ
と
が
あ
る
川
崎
は
、「
交
通
の
不
便
な
水
間
寺
に

殺
到
す
る
参
詣
客
を
見
る
に
つ
け
、
永
年
の
鉄
道

生
活
の
体
験
か
ら
、
大
阪
、
和
歌
山
に
近
い
こ
の

地
に
鉄
道
を
敷
設
し
、
水
間
寺
を
中
心
に
付
近
を

開
発
す
れ
ば
、
将
来
は
必
ず
発
展
す
る
」（『
水
間

鉄
道
50
年
の
歩
み
』）
と
考
え
た
と
い
う
。

川
崎
が
こ
う
考
え
た
背
景
に
は
、
南
海
鉄
道
が

阪は
ん
か
い堺

鉄
道
の
事
業
を
譲
り
受
け
、
明
治
36
（
１
９

０
３
）
年
、
大
阪
の
難
波
と
和
歌
山
市
が
鉄
路
で

結
ば
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
沿
線

の
駅
か
ら
水
間
寺
へ
鉄
道
を
引
け
ば
、
大
阪
市
内

か
ら
の
水
間
寺
参
詣
が
格
段
に
楽
に
な
る
と
い
う

わ
け
だ
。

そ
ん
な
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
ま
ず
は
人
々

が
目
指
し
た
と
い
う
水
間
寺
へ
向
か
っ
た
。

始
発
の
貝
塚
駅
か
ら
、
終
点
の
水
間
観
音
駅
ま

で
15
分
。
霊
場
に
向
か
う
鉄
路
の
旅
と
し
て
は
、

目
的
地
へ
の
期
待
感
が
高
ま
っ
た
頃
に
到
着
す
る

厄
除
け
の
霊
場
と

寺
内
町
を
結
ぶ
参
詣
路
線

大阪府

水間鉄道
水間線

連
載　

第
９
回

水間観音駅。寺院風の駅舎は大正 15（1926）年に建てられたもの。両翼が開いたシンメトリーの姿は美しく、
ＪＲ大社線・旧大社駅と並ぶ社寺風駅舎の傑作。旧駅名「水間驛」の額が残る。国の登録有形文化財。
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ほ
ど
よ
い
乗
車
時
間
だ
。
大
正
モ
ダ
ン
の
デ
ザ
イ

ン
を
取
り
入
れ
た
寺
院
風
建
築
の
水
間
観
音
駅
駅

舎
も
、
参
詣
気
分
を
高
め
て
く
れ
る
。

駅
を
出
て
右
に
続
く
参
道
を
歩
い
て
い
く
と
10

分
ほ
ど
で
水
間
寺
に
到
着
す
る
。
庶
民
信
仰
の
お

寺
ら
し
く
本
堂
・
三
重
塔
の
他
に
も
御
利
益
ポ
イ

ン
ト
が
多
く
楽
し
い
。
近
松
門
左
衛
門
の
人
形
浄

瑠
璃
で
知
ら
れ
る
お
夏
・
清
十
郎
の
墓
が
あ
る

愛あ
い
ぜ
ん
ど
う

染
堂
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
「
恋
人
の
聖
地
」

に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

水
間
観
音
駅
に
戻
り
、
上
り
列
車
に
乗
車
し
森

駅
で
途
中
下
車
す
る
。
線
路
に
沿
っ
て
５
分
ほ
ど

歩
く
と
森
稲
荷
神
社
に
着
く
。
創
建
年
代
は
不
詳

だ
が
水
間
寺
に
続
く
水
間
街
道
は
、
も
と
は
こ
の

神
社
へ
参
拝
す
る
人
が
歩
い
た
道
で
あ
っ
た
と
い

う
。
今
は
そ
の
跡
を
水
間
鉄
道
が
走
る
。

再
び
列
車
で
貝
塚
駅
へ
。
駅
周
辺
の
貝
塚
市
中

核
部
は
、
願
泉
寺
を
中
心
と
し
た
寺じ

な
い
ま
ち

内
町
か
ら
発

展
し
た
。
寺
内
町
と
は
、
寺
院
を
中
心
に
周
囲
を

土
塁
や
環
濠
で
囲
い
要
塞
化
し
た
町
の
こ
と
で
、

中
世
後
期
に
北
陸
や
関
西
で
発
展
し
た
。
寺
内
町

で
は
商
業
が
発
展
す
る
こ
と
が
多
く
、
貝
塚
も
江

戸
時
代
に
は
つ
げ
櫛ぐ

し

や
木
綿
、
菜
種
油
な
ど
の
取

り
引
き
で
賑
わ
っ
た
。
そ
の
交
易
に
一
役
買
っ
た

の
が
水
間
街
道
で
あ
る
。
水
間
鉄
道
も
開
業
当
初

は
貨
物
運
輸
を
行
い
、経
営
の
安
定
に
寄
与
し
た
。

戦
後
は
沿
線
の
宅
地
開
発
が
進
み
、
通
勤
通
学

路
線
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
が
、
今
も
参
詣
路

線
で
あ
る
こ
と
を
堅
持
し
て
お
り
、
水
間
寺
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
多
い
。
コ
ロ
ナ

禍
の
２
０
２
０
年
に
は
水
間
寺
で
祈
祷
を
受
け
た

「
１
日
フ
リ
ー
祈
念
乗
車
券
」も
ネ
ッ
ト
な
ど
で
販

売
さ
れ
た
。

しぶやのぶひろ
1960 年、東京生まれ。早稲田大学第一文学部卒。日本宗教史研究家。『図解 はじめての神道と仏教』（ワン・パブリッシング）、『呪いの日本
史』（出版芸術社）、『聖地鉄道めぐり』『日本の暮らしと信仰 365 日』（以上Ｇ．Ｂ．）ほか著書多数。

寺内町は大きな寺院の周囲に檀信徒が集住して形成され
た。中心部に核となる寺院とが建ち、周囲に民家が並ぶ。
町の周囲は土塁や環濠で囲まれた。

貝塚御坊とも呼ばれる貝塚寺内町の中心寺院。奈良時代に行基が庵を
結んだことに始まるとされる。天正11（1583）年には顕如が入り、
ここを本願寺とした。

聖武天皇の勅願により行基が訪れ、聖観音像を得て創建し
たという。これにより天皇の病気は平癒し、以後厄除けの
霊場として有名となった。

貝塚寺内町の産土神（氏神神社）で、もとは感田
瓦大明神と呼ばれていた。かつて貝塚寺内町は環
濠で囲まれていたが、今は神田神社に名残を留め
るのみとなっている。

駅舎中央の塔を内部から見上げたところ。卍崩しの桟がつ
いた明かり窓が印象的。寺院の伝統的な意匠を使いながら
も大正モダンの雰囲気が漂う。

もとは東方の山に鎮座していたと伝わるが、いつ現在地に
遷
せん

座
ざ

したのか不明。この地域の総社として信仰を集めると
ともに、摂津・河内・紀州からも参拝者が訪れた。
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貝塚貝塚

三ヶ山口三ヶ山口

三ツ松三ツ松

森森

名越名越

清児清児

石才石才

近義の里近義の里

貝塚市役所前貝塚市役所前

水間線
南海本線

JR 阪和線

願泉寺

水間寺

感田神社

森稲荷神社

貝塚駅の南海電鉄から水間鉄道への乗り換え時に通る階段の入
り口。寺院の本堂を思わせる五色幕や水間寺の寺紋が入った朱
幕が下がり、参詣気分が盛り上がる。

水間鉄道株式会社
Mizuma Railway Co.,Ltd.

開　業　大正14（1925）年 12月 24日
鉄道線　貝塚駅－水間観音駅（5.5㎞）
https://www.suitetsu.com/

■水間鉄道（水間線）路線図
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